
2023年

12月2日（土）
13:30～16:00
※大学祭同日開催
岐阜聖徳学園大学

羽島キャンパス ９号館１階
9101講義室

　2015年の国連サミットにおいて採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」。

国内では、地方自治体や産業界、教育機関等において、SDGsに関連する取組が推進されています。

　本学では、2020年に学長より示された、「持続可能な開発目標（SDGs）に資するための方針・行動目標」

に基づき、東海地区ではいち早くSDGs達成に向けた全学的な取組を推進しています。

　そこで、本シンポジウムを通して、SDGsの達成に向けた身近な取組事例を共有し、

本学の取組を社会に向けて発信することで、参加者により一層SDGsへの理解を深めていただきます。

また、本学と地方自治体・産業界等との新たな共同研究や連携事業等の創出を目指します。

シンポジウム2023

13:40～ 基調講演

参加
無料

「SDGｓをもっと身近に　
　　　　そして、もう一歩前へ」

先着100名
（対面参加者）
※事前申込必須

14:30～ 活動報告＆パネルディスカッション

（約45分）

YouTubeによる生配信

京都市生まれ。岐阜県不破郡垂井町在住。
大学を卒業後、開発コンサルタント企業に勤務し、
ODAの農業開発事業に従事。同企業を退職後、主に
東南アジア各地の地域づくりの現場を調査研究し、
日本政府の国際協力・ODA政策策定に携わる。
現在は、全国各地で地域づくり、環境・水・川、NPO・
NGO等に関する講演を行う。
また、複数のNPOの役員としてグローバルな観点を
踏まえた上で、流域単位の循環型社会の再構築を図
る社会を「穏豊」社会と銘打ち、揖斐川流域での穏豊
社会の実現に向けて地域づくりに関わっている。
さらには、「SDGsコンサルタント」として、全国各地
で講演や研修講師を実施。その他に同志社大学をは
じめ、全国8大学で非常勤講師を務める。

　2016年に開始したSDGｓは、目標年の2030年に向けて、丁度折
り返し点を迎えています。大学をはじめとした教育機関ではもちろ
んのこと、行政や企業、ＮＧＯやＮＰＯでも、ＳＤＧｓ達成に向けた取
組は多種多様に展開されています。一方で、このままのペースでは達
成は厳しいのでは、という見立ても出始めています。
　今回は、誰もがＳＤＧｓをもっと身近に感じられるように、様々な
取組を紹介するとともに、今一度「なぜＳＤＧｓが大切なのか」につ
いて、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。
　既にＳＤＧｓに取り組まれている方も、これから取り組もうとされ
る方も、もう一歩前へ。未来に向かって着実にＳＤＧｓの歩みを進め
て行きましょう！

NPO法人泉京（せんと）・垂井 副代表理事

神田　浩史 氏
かん だ ひろ し

岐阜聖徳学園大学学生・岐阜聖徳学園高等学校生徒によるSDGs達成に向けた活動報告。
パネルディスカッションでは、神田先生も交え、より一層SDGsを『自分事』として捉えるために議論を行います。

本学の教職員が一体となって、オリジナルの”SDGs教材”を作成しました！
この教材を通して、SDGs達成に向けた取組を、みなさまにお届けします。相互のパートナーシップをさらに活性化させましょう。

第一部

第二部

15:40～ 岐阜聖徳学園大学オリジナルSDGs教材発表第三部 （約10分）

（約60分）

　企業活動に欠かせないSDGsを深掘りする
CSR研究ゼミ（担当：浅野 礼美子 准教授）に所
属。
　「社会にとってよい企業とは？」という課題を出
発点とした、「企業のSDGsへの取組事例研究」か
ら生まれた、様々な学び・実践について報告する。

経済情報学部　経済情報学科　３年生
宮崎　悠粋（みやざき　ゆうすい）さん

　1年生次に「岐阜聖徳学園大学在学生向け
SDGsオンライン解説動画」に学生ナビゲーター
として出演。教育学部での学び×SDGsについて
解説を行った。
　教育実習等での得難い経験や、卒業研究に向
けた専門的な学びを経た今、SDGs達成に向けた
現在の取組を報告する。

教育学部　学校教育課程社会専修　3年生
土屋　美乃（つちや　よしの）さん

　短期大学部学友会長として、2022年から始
まった岐阜聖徳学園大学／岐阜聖徳学園大学短
期大学部版「ecoプロジェクト」を先導。
　「使い捨てコンタクトレンズの空ケース回収」と
いう取組等、SDGs達成に向けた日々の活動につ
いて報告する。

短期大学部　幼児教育学科第三部　２年生
小森　美梨（こもり　みり）さん

　外国語ラウンジ「Lounge MELT」で行われる
外国人留学生との交流や、学部独自の「日本語教
員養成プログラム」で学んだ「やさしい日本語」を
活用した活動に参加。
　2年生次は短期留学で、ハワイでの異文化交流
を経験した。多文化理解・多文化共生社会の実現
に向けた、様々な取組について報告する。

外国語学部　外国語学科　2年生
林　雪音（はやし　ゆきね）さん

　「総合的な探究の時間」にて、「災害に備え、地
域の自助の意識を向上させる」をテーマにした探
究活動を実施。本学（教育学部・看護学部）とも連
携し、「地域連携防災総合訓練」にも参加。
　今回は2023年10月実施の「岐阜市防災フェ
ア」での活動について報告する。

岐阜聖徳学園高等学校　普通科特進コース　２年生（３名）
廣瀬　由奈（ひろせ　ゆな）さん、長瀬　愛奈（ながせ　あいな）さん、
寺元　友彩（てらもと　ゆあ）さん

　看護学部1年生次の選択科目（教養基礎科目）
である「ボランティア活動」を通して、看護学生の
専門性を活かしたボランティア（フィールドワー
ク）に取り組む。医療・福祉・教育等、様々な施設で
の活動について報告する。

看護学部　看護学科　１年生（４名）
岩﨑  琴音（いわさき　ことね）さん、加藤  彩花（かとう　さいか）さん、
草間  李那（くさま　りな）さん、平野  心結（ひらの　みゆう）さん



「社会にとってよい企業とは？」という課題を出発点に、自身の将来も視野に入れ
て、SDGsやCSR（企業の社会的責任）に関するテーマで各自が探究を進めてい
ます。地元企業の後継者不足を解決するため
の手段としてサーチファンドに着目する学生、
金融機関のSDGsとして気候変動対応に着目
する学生など、研究内容は多彩。企業とSDGs
の研究を通じて、17のゴール達成には、個人や
小規模の取り組みも重要であることに気づく
ことができました。

感染症流行下において、従来の避難所運営は
人々の健康を守るのに十分とは言えません。そこ
で実際の避難所となる中学校体育館にスモーク
マシンを持ち込み、より効果的な換気方法を学
部の枠組みを超えて検討。研究の成果をシンポ
ジウム等で発信し、大学のゼミ活動が社会貢献
にもつながることを実感。今後も地域とタッグを
組み、災害に強いまちづくりを目指します。

12:30
受付（入場）
開始

16:00
閉　会

会場のご案内 岐阜市柳津町高桑西一丁目１番地
岐阜聖徳学園大学 羽島キャンパス

バスをご利用の方

岐阜聖徳学園大学SDGsシンポジウム2023事務局
メール：kikaku@gifu.shotoku.ac.jp

お申し込み方法・お問い合わせ先

参加申込フォーム
はこちら

羽島キャンパス
教育学部／外国語学部／看護学部／大学院国際文化研究科

〒501-6194 岐阜県岐阜市柳津町高桑西一丁目1番地  TEL.058-279-0804（代表）

岐 阜キャンパス
経済情報学部／大学院経済情報研究科／短期大学部

〒500-8288 岐阜県岐阜市中鶉一丁目38番地  TEL.058-278-0711（代表）http://www.shotoku.ac.jp

柳津地域
振興事務所
柳津地域
振興事務所

岐阜流通センター2

来場者に記念品プレゼント！

右の応募フォーム（二次元コードを読み込んでご登録くださ
い）又はEメールにて以下①～⑧について明記の上、お申し
込みください。
①参加者氏名（ふりがな）、②ご所属の企業・団体名等、③ご
住所、④ご連絡先、⑤シンポジウムへの参加方法（対面又は
オンライン）、⑥同伴者氏名（ふりがな）、⑦SDGsに関する登
壇者への質問、⑧車いす席や手話通訳希望等の配慮事項。

JR岐阜駅6番乗り場より
「岐阜聖徳学園大学行」乗
車。終点下車。
お車をご利用の方
大学前に駐車場あり（無料）。

教育学部 学校教育課程社会専修 経済情報学部 経済情報学科

短期大学部/経済情報学部「ecoプロジェクト」

「使い捨てコンタクトレンズの空ケー
スリサイクル運動」を短期大学部と経
済情報学部の学友会が共同で実施。
岐阜キャンパスの各所に回収ボック
スを設置して教職員や学生に協力を
呼びかけ、空ケースのリサイクルを通
してCO₂削減を目指しています。

外国語学部「Lounge MELT」

地域防災の実験でまちに貢献

企業活動に欠かせないSDGsを深掘り

使い捨てコンタクトレンズの空ケース回収でCO2削減 留学生と交流し、互いの文化を理解

その他の活動は岐阜聖徳学園大学SDGsサイトにアクセス！▶

このチラシは岐阜県からの「清流の国ぎふ」SDGs推進ネットワーク連携促進補助金を受けています。　2023年7月7日　岐阜聖徳学園大学

外国語ラウンジ「Lounge MELT」は、外国語
や異文化に興味のある学生が集い、外国語で
自律的に勉強するコミュニティ。直近では国内
の日本語学校で日本語を学ぶネパールやベト
ナムの留学生との交流会を企画。日本語母語
話者と日本語非母語話者、或いは日本語母語
話者同士がコミュニケーションを図る活動等
を通して、多文化共生社会に貢献することを目
指しています。

岐阜聖徳学園大学ESD（※）の一例
岐阜聖徳学園大学／岐阜聖徳学園大学短期大学部では、各学部で学生が主体となり、SDGs達成に向けた様々な活動が行われています。

（※Education for Sustainable Development）

サステイナブルな紙のピクニックテーブルウェア
「Nogakel」（フォーク・スプーン）
※来場者（対面参加者のみ）配布。シンポジウム2023

人文地理学ゼミ
（担当：森田 匡俊 准教授）

看護学部 看護学科
救命救急サークル G☆SET （担当：大森 裕子 准教授）

CSR・ESGゼミ
（担当：浅野 礼美子 准教授）

ぎ ふ しょう とく がく えん

※大学祭同日開催のため、
　可能な限り公共交通機関を
　ご利用ください。




